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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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2 参画市町村

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

michiken@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標

課・室

事業番号 11 04 01 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 有料道路の利用者負担軽減事業費
部局 建設部

実施期間 H26

道路建設課

成果指標
設定理由

市町村等と協力して事業の普及を図り、県民の制度利用を促進する。
（平成30年８月、平井寺トンネル有料道路の区間が一般道路化）

合計（A) 53,900

総合的に展開する
重点政策

3-8 生活を支える地域交通の確保

H29年度

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
　三才山トンネル有料道路、新和田トンネル有料道路、白馬長野有料道路の３区間において、通勤・通学・通院
等日常的に有料道路を通行する利用者の経済的負担が大きい。

【目指す姿】
日常的に有料道路を通行している利用者の経済的負担を軽減する。

【実施内容】
通行料金の時間帯割引を実施（対象時間：朝、夕計９時間）（対象車両：普通自動車・軽自動車）

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

三才山トンネル有料道路は、令和２年８月31日をもって料金徴収
が終了する。その他の路線については、トンネル等の建設に伴う
借入金を償還するため、料金徴収が継続される。

三才山トンネル有料道路に係る分は、料金徴収の終了をもって事業
を終了する。その他の路線については、日常的利用者の経済的負担
を軽減するため、引き続き事業を実施する。

18市町村

73万台

18市町村

45万台

達成状況
の分析

事業の利用台数及び事業参画市町村数ともに目標を達成し、日常的利用者の経済的負担軽減が図られた。

主な取組

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

1.13 1.13

44,53246,646

職員数（人）

うち一般財源 53,900 45,472

52万台↘

18市町村

三才山トンネル有料道路（料金所）

新和田トンネル有料道路（湖北トンネル）

✓ 通行料金の時間帯割引の実施

・三才山トンネル有料道路、新和田トンネル有料道路、

白馬長野有料道路において、市町村と県で料金軽減分を

負担し、普通車・軽自動車について通常料金から

５割引となる時間帯割引を実施した。

✓ 三才山トンネル有料道路の一般道路化

・三才山トンネル有料道路(松本トンネル有料道路含む)

は、料金徴収期間が満了する令和２年８月31日をもって

事業完了し、翌日午前０時に一般道路化となる予定。
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No.

1

実施
方法

細事業を構成する主な取組

通行料金の時間帯割引の
実施

1
46,646 44,532

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

負担
金

令和元年度　実施内容（実績）

市町村と県で料金軽減分を負担し、普通車・軽自動車について通常料
金から５割引となる時間帯割引を実施した。

建設部 課・室 道路建設課

細事業
No.

部局事　業　名 有料道路の利用者負担軽減事業費

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 11 04 01 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

千円
有料道路の利用者負担軽減事業費
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